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互
い
が
初
め
て
の
経
験
で
、

私
も
馬
も
い
つ
も
以
上
に
緊

張
し
て
い
る
の
が
分
か
る
く

ら
い
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
出
場
回
数
が
増
え
る
ご

と
に
成
績
は
良
く
な
り
、
近

畿
大
会
の
大
阪
代
表
に
な
る

ま
で
に
成
長
。
ま
さ
に
人
馬

一
体
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
、

レ
ッ
キ
ス
オ
ド
ル
カ
号
。
２

年
前
に
老
衰
の
た
め
天
に
昇

る
が
、
私
は
本
当
に
彼
か
ら

色
々
と
学
ん
だ
。
オ
ド
ル

カ
、
あ
り
が
と
う
。

◇

　

石
堂
招
紀
先
生
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
５

月
15
日
付
は
石
堂
先
生
の
ご

推
薦
で
、
倉
雄
宏
先
生
（
西

成
区
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ

れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

め
、
違
っ
た
こ
と
を
す
れ
ば

叱
る
。
ま
る
で
自
分
の
子
ど

も
を
教
育
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
終

わ
れ
ば
、
馬
具
を
外
し
手
入

れ
を
す
る
。
こ
の
時
も
声
を

掛
け
な
が
ら
今
日
の
反
省
な

ど
を
話
し
掛
け
る
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
始
め
た
頃
は
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
、

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
の

か
、
馬
に
跳
ね
落
と
さ
れ
た

り
馬
場
を
疲
れ
る
ま
で
全
速

力
で
走
っ
た
り
、
あ
る
時
は

厩
舎
か
ら
出
て
こ
ず
引
っ
ぱ

り
合
い
を
し
た
り
、
今
か
ら

思
え
ば
笑
え
る
が
、
そ
の
頃

は
必
死
で
あ
っ
た
。

　

や
が
て
競
技
会
に
出
場
す

る
よ
う
に
な
り
、
日
頃
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
を
発
揮

し
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
お

剣
に
取
り
組
み
上
手
く
い
け

ば
声
を
出
し
思
い
っ
き
り
褒

を
馬
に
伝
え
る
。
言
葉
の
通

じ
な
い
馬
で
あ
っ
て
も
、
真

る
犬
や
猫
と
同
じ
よ
う
に
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
に
よ
っ
て
分
か
り
合
う

こ
と
は
あ
る
。
馬
も
同
じ
で

競
技
会
出
場
に
お
い
て
、
馬

を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
だ
け
に
人
馬
一

体
と
な
る
た
め
の
信
頼
関
係

を
築
く
こ
と
は
、
や
は
り
不

可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

人
が
馬
に
指
示
を
出
す
手

段
と
し
て
想
像
で
き
る
の

は
、
手
綱
と
脚
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
実
際
は
手
・
腰
・

太
も
も
・
か
か
と
・
つ
ま
先

と
全
身
を
使
い
自
分
の
意
志

い
頃
か
ら
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
た
の
は
馬
術
で
あ
る
。

母
の
影
響
で
、
５
歳
の
頃
か

ら
夏
は
早
朝
か
ら
、
冬
は
午

後
か
ら
と
休
日
返
上
で
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
た
。

　

馬
を
は
じ
め
と
す
る
動
物

に
は
言
葉
は
通
じ
な
い
。
し

か
し
、
家
庭
で
飼
わ
れ
て
い

232

人
馬
一
体石

堂　

招
紀 

（
東
大
阪
市
）

　

歴
史
的
に
見
る
と
、
歯
科

補
綴
学
、
特
に
歯
冠
補
綴
学

は
歯
質
を
大
き
く
削
除
し
、

犠
牲
に
す
る
こ
と
の
上
に
構

築
さ
れ
た
学
問
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
補
綴
装
置
の
力

学
的
安
定
性
が
最
重
要
視
さ

れ
、
生
体
保
全
の
考
え
方
は

二
の
次
に
追
い
や
ら
れ
て
い

た
。
ま
さ
に
Ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｍ
ａ

ｌ　

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
（
以
下
：
Ｍ
Ｉ
）
と

い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
は
最

も
遠
い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る

学
問
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
臨

床
経
験
則
を
重
視
し
て
発
展

し
て
き
た
た
め
、
臨
床
エ
ビ

デ
ン
ス
が
決
定
的
に
不
足
し

て
い
る
学
問
で
あ
っ
た
。

　

21
世
紀
に
お
け
る
医
療
は

Ｄ
Ｏ
Ｓ
か
ら
Ｐ
Ｏ
Ｓ
へ
と
パ

ラ
ダ
イ
ム
が
シ
フ
ト
し
て
い

く
時
代
で
あ
り
、
治
療
自
体

に
し
て
も
生
体
侵
襲
を
最
小

限
に
し
、
患
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
Ｍ
Ｉ
と
い
う
考
え
方

が
台
頭
し
て
き
て
い
る
。
こ

の
Ｍ
Ｉ
と
い
う
概
念
は
少
し

ず
つ
ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の

領
域
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ

り
、
そ
の
最
大
の
担
い
手
に

な
っ
た
の
が
、
接
着
歯
学
で

あ
る
。

　

そ
こ
で
講
演
で
は
、
接
着

歯
学
の
歯
科
臨
床
に
お
け
る

重
要
性
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

新
し
い
学
問
で
あ
る
接
着
歯

学
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
歯
質
な
ら
び
に
金
属

の
表
面
処
理
法
、
接
着
ブ
リ

ッ
ジ
の
リ
テ
ー
ナ
ー
デ
ザ
イ

ン
、
接
着
阻
害
因
子
な
ど
に

関
す
る
基
礎
研
究
な
ら
び
に

接
着
ブ
リ
ッ
ジ
・
ス
プ
リ
ン

ト
に
関
す
る
臨
床
的
研
究
を

紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ま
ず
金
属
の

表
面
処
理
法
と
し
て
、
ス
ズ

電
析
処
理
の
臨
床
応
用
が
可

能
と
な
る
ま
で
の
基
礎
的
研

究
結
果
と
、
そ
れ
を
発
展
さ

せ
た
金
属
接
着
プ
ラ
イ
マ
ー

の
効
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

続
い
て
、
陶
材
表
面
処
理

と
し
て
シ
ラ
ン
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
剤
の
塗
布
と
そ
の
加
熱
が

接
着
強
さ
の
向
上
に
効
果
的

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
予
定

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
歯
質
、
特
に
象
牙

質
に
対
す
る
接
着
に
関
す
る

研
究
成
果
を
紹
介
し
、
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ａ
に
よ
る
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ

処
理
と
リ
ン
酸
処
理
に
続
い

て
表
面
の
コ
ラ
ー
ゲ
ン
層
を

除
去
す
る
目
的
で
行
う
次
亜

鉛
素
酸
処
理
に
関
す
る
数
々

の
研
究
成
果
を
紹
介
し
た

い
。

　

最
後
に
、
デ
ザ
イ
ン
の
変

遷
を
重
ね
て
き
た
接
着
ブ
リ

ッ
ジ
の
長
期
予
後
成
績
に
つ

い
て
述
べ
、
こ
れ
ら
の
臨
床

成
績
か
ら
接
着
歯
学
の
将
来

を
展
望
し
て
講
演
の
ま
と
め

と
し
た
い
。

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

※
保
険
医
協
会
は
個
人
会
員
制
の
組
織
で
す
の
で
、
説
明
会
へ
は
未
入

会
歯
科
医
師
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
開
業
医
会
員
院
所
の

未
入
会
歯
科
医
師
の
み
有
料
（
１
万
円
）
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
保
険
医
協
会
が
い
う
ス
タ
ッ
フ
と
は
、
保
険
医
協
会

に
入
会
す
る
条
件
が
な
い
開
業
医
会
員
院
所
に
勤
め
る
歯
科
衛
生
士

や
受
付
従
業
員
の
こ
と
で
す
。

５月度生涯研　抄録

矢谷　博文

最小限の生体侵襲による　　　　　　　
　効果的な欠損補綴法―接着ブリッジ―

　

私
は
幼
い
頃
か
ら
体
を
動

か
す
こ
と
が
好
き
で
、
数
々

の
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
て
き

た
。

　

学
生
の
頃
か
ら
始
め
て
い

る
サ
ッ
カ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
・
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
、
そ

し
て
最
近
始
め
た
ゴ
ル
フ

と
。
そ
の
中
で
も
、
一
番
幼

「
診
療
報
酬
08
改
定　

地
区
説
明
会
」

　
　

講
師　

社
保
研
究
部
・
政
策
部
講
師
団

　
　

会
費　

会
員
無
料
、
会
員
院
所
の
未
入
会
歯
科
医
１
万
円

　
　

資
料　

�

３
月
19
日
に
発
送
し
た
『
改
定
の
要
点
と
解
説
』
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

《
４
月
19
日
（
土
）》

　
　

●
西
部
・
東
部
地
区　

午
後
５
時
～　
　

定
員　

１
２
０
人

　
　
　

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル
17
階

　
　

●
南
河
内
地
区　

午
後
６
時
30
分
～　

定
員　

50
人

　
　
　

す
ば
る
ホ
ー
ル
（
近
鉄
長
野
線
「
川
西
」
駅
徒
歩
８
分
）

《
４
月
26
日
（
土
）》

　
　

●
泉
州
会
場　

午
後
７
時
～　

定
員　

50
人

　
　
　

�

浪
切
ホ
ー
ル
（
南
海
本
線
「
岸
和
田
」
駅
商
店
街
を
西
へ

８
０
０
㍍
）

《
５
月
10
日
（
土
）》

　
　

●
三
島
地
区　

午
後
７
時
～　

定
員　

１
０
０
人

　
　
　

�

高
槻
市
立
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ
「
高
槻
」
駅

徒
歩
１
分
、
阪
急
京
都
線
「
高
槻
市
」
駅
徒
歩
５
分
）

「
真
実
を
聞
い
て
く
れ
、俺
は
劣
化
ウ
ラ
ン
を
見
て
し
ま
っ
た
」

日
時　

５
月
10
日
（
土
）　

午
後
４
時
～
６
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
会
館
東
隣
り
）

講
師　

デ
ニ
ス
・
カ
イ
ン
氏
（
元
米
軍
空
挺
部
隊
員
）

参
加
費　

無
料　
　

※
終
了
後
、
午
後
６
時
10
分
か
ら
懇
親

会
を
開
催
す
る
（
参
加
費
５
千
円
）。

〈
デ
ニ
ス
・
カ
イ
ン
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

米
軍
に
15
年
間
在
籍
し
、
湾
岸
戦
争
で
は
第
18
空
挺
部
隊

員
と
し
て
、「
砂
漠
の
嵐
」
作
戦
の
最
前
線
に
立
つ
。
現

在
、
障
害
退
役
軍
人
。
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
問
題
を
中
心
に
研
究

を
し
、
米
軍
の
欺
嚇
を
追
求
し
た
書
籍
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
多
数
発

表
し
て
い
る
。

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
企
画

（大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座〈歯科補綴学第一教室〉）

「
最
小
限
の
生
体
侵
襲
に
よ
る
効
果
的
な
欠
損
補
綴
法―

接
着
ブ
リ
ッ
ジ―

」

日
時　

５
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

矢
谷
博
文
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
顎
口

腔
機
能
再
建
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
会
員
院
所
の
未
入
会
者
１
万
円

５
月
度
生
涯
研
修
（
上
記
抄
録
）

「
古
地
図
で
歩
く
大
阪
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」―

心
な
ご
む
平
野
郷
を
歩
く―

集
合　

６
月
21
日
（
土
）
午
後
３
時　

Ｊ
Ｒ
「
平
野
」
駅
改

札
前　

※
雨
天
決
行

解
散　

午
後
５
時
30
分
頃　

Ｊ
Ｒ
「
加
美
」
駅

会
費　

５
０
０
円（
古
地
図
資
料
代
金
等
）　

案
内
人　

西
俣
稔
氏

内
容　

平
野
は
古
く
か
ら
環
濠
に
囲
ま
れ
た
自
治
都
市
で
あ

っ
た
。
寺
が
立
ち
並
び
、
昔
な
が
ら
の
家
屋
、
町
並

み
が
残
る
。
恒
例
の
懇
親
会
は
、
江
戸
時
代
の
庄
屋

で
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
の
食
事
。

懇
親
会
費　

実
費　
　

懇
親
会
場　

が
ん
こ
平
野
郷
屋
敷

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

　全国保険医団体連合会は、10月11日～
12日の日程で第23回医療研究集会を仙台
で開催します。下記内容で発表演題を募
集しますのでご応募ください。
演題の申し込み
　発表したい分科会（左記分科会）を指定
して、協会事務局（06－6568－7731）まで
お申し込みください。

お申し込み締め切り　５月31日まで
応募条件
　演題発表者は、会員または会員との共
同研究者であること。スタッフ等による
共同研究は会員が共同研究者であること。
応募演題の内容
①日常診療の向上につながる内容である
こと。
②日常診療を行う上で対応できないもの
や疑問を生じさせる内容でないこと。

③上記①、②の観点にそって医科、歯科
開業医の学問的にも、また一般常識か
らみても良識の範囲内におさまる内容
であること。
④内容が営業活動に通じると実行委員会
で判断したものは除外。
企画内容
▼分科会テーマ（５テーマ８会場）
・第１分科会「在宅医療・介護」
・第２分科会「医科診療の研究と工夫」
（２会場）
・第３分科会「歯科診療の研究と工夫」
（２会場）
・第４分科会「公害・環境・職業病」
・第５分科会「医学史・医療運動史・医
療と裁判」
・ポスターセッション
▼会場　仙台国際センター（宮城県仙台
市）

第23回保団連医療研究集会　演題募集

お申し込み締め切りは５月末日まで

分　　　科　　　会
ポスターセッション 奮って御応募下さい


